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追手門学院高校(大阪府茨木市、校長：木内淳詞)の女子ラグビー部が、福岡県宗像市で４月 28 日か

ら５月５日にかけて開催された高校生年代によるラグビーの世界大会「サニックスワールドラグビー

ユース交流大会 2018」（女子７人制の部）に出場し、３位入賞を果たしました。 

28 日の予選リーグを 2 位で突破し、29 日の１～４位決定トーナメントへ。トーナメント１回戦で

は惜しくも敗れましたが、福岡レディース RFC（福岡）との３位決定戦を 19―17 で制しました

（別紙参照）。 

今大会は国内４チームのほか、イングランドやオーストラリアなど海外４チームの計８チームが参

加した中での上位進出となりました（2016 年大会から同大会に３年連続出場。2016 年大会では優

勝。2017 年大会は８位）。 

チームを率いる辻本つかさ監督（元日本代表）は、「優勝を目標にしていたので結果に満足はして

いない。大会の翌日からさらなるレベルアップのために練習に取り組んでいます」と話しています。  

 
 

■【東京五輪に向けて日本代表へ  注目の選手！】         

東京五輪に向け、追手門学院高校女子ラグビー部からは、

女子７人制日本代表候補に西村蒼空、室越香南（ともに

３年）両選手が選ばれています。２人は昨年 11 月のユ

ース五輪アジア女子予選を兼ねた「アジアラグビーU１

７ガールズセブンズ」で、ユース代表として優勝に貢献。

今年２月の国際大会「沖縄セブンズ」でも日本選抜とし

て活躍しました。今後も東京五輪、その先に向けて飛躍

を続ける選手たちにご注目ください。 

 

 
 

 

■【追手門学院女子ラグビー部 VENUS】 
学校法人追手門学院は、ラグビーの女子７人制がリオ五輪から正式種目に採用されたことを受けて、

競技力の強化を推進しています。こども園から大学・大学院までの学校を設置する総合学園の強みを

生かして高校、大学を通した７年計画で選手を育成。このうち、追手門学院高校女子ラグビー部は

2014 年の創部。部員数は 15 人（１年生３人、２年生５人、３年生７人）です。 
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■大会結果（大会公式 HPより） 

 



 

 


